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展
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二
〇
一
〇
年
の
米
議
会
中
間
選
挙
に
お
い
て
、
オ
バ
マ
政
権
与
党

の
民
主
党
の
ジ
ェ
リ
ー
・
コ
ノ
リ
ー
連
邦
下
院
議
員
（
バ
ー
ジ
ニ
ア

州
第
一
一
選
挙
区
）
の
選
挙
運
動
に
「
草
の
根
運
動
員
」
と
し
て
研

究
者
の
立
場
で
参
加
し
、
戸
別
訪
問
を
行
っ
た
。
同
時
に
、
オ
バ
マ

草
の
根
運
動
の
組
織「
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
・
ア
メ
リ
カ（
Ｏ

Ｆ
Ａ
）」
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
。
オ
バ
マ
氏
に
対
す
る
有

権
者
の
意
識
の
変
化
を
調
査
し
、
二
年
前
と
比
較
す
る
こ
と
が
目
的

だ
っ
た
。
活
動
を
し
た
選
挙
区
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
隣
接
す
る
バ
ー

オ
バ
マ
草
の
根
運
動
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
変
化
と
は
、
オ
バ
マ
米
大
統
領
再
選
の
選
挙
活
動
に
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
。
反

オ
バ
マ
色
の
強
い
保
守
派
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
（
茶
会
）
運
動
に
は
、
一
二
年
の
大
統
領
選
挙
に
向
か
っ
て
課
題
が
残
っ
た
。
草
の

根
運
動
の
視
点
か
ら
、
オ
バ
マ
再
選
選
挙
を
考
え
る
。

ジ
ニ
ア
州
北
部
地
域
に
あ
る
。
本
来
は
共
和
党
の
支
持
基
盤
だ
が
、

オ
バ
マ
大
統
領
が
当
選
し
た
〇
八
年
に
、
コ
ノ
リ
ー
議
員
が
下
院
議

席
を
奪
っ
た
所
だ
。

さ
ら
に
、
オ
バ
マ
草
の
根
運
動
と
は
対
極
の
位
置
に
あ
る
保
守
派

の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
や
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ス
ポ

カ
ー
ン
で
開
い
た
集
会
に
お
い
て
、
活
動
家
を
対
象
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
を
実
施
し
た
。
全
国
規
模
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
団
体
フ

リ
ー
ダ
ム
ワ
ー
ク
ス
が
開
催
し
た
二
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加

し
、
草
の
根
運
動
の
手
法
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
。
中
間
選
挙
の

翌
日
に
は
、
フ
リ
ー
ダ
ム
ワ
ー
ク
ス
と
他
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の

団
体
ア
メ
リ
カ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
・
プ
ロ
ス
ペ
リ
テ
ィ
の
幹
部
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
オ
バ
マ
草
の
根
運
動
と
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
を
比
べ
、
両

者
の
相
違
性
並
び
に
類
似
性
を
明
確
に
す
る
。
そ
の
際
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
で
得
た
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
活
動
家
や
有
権
者
の
声
を
紹

介
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
一
二
年
の
オ
バ
マ
再
選
選
挙
と
草
の
根
運

動
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

オ
バ
マ
草
の
根
運
動
と
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
の
特
徴

本
論
に
入
る
前
に
、
草
の
根
運
動
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
草

の
根
運
動
は
、
既
成
の
政
治
組
織
主
導
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
で
は
な

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
始
ま
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の

政
治
活
動
で
あ
る
。
草
の
根
運
動
に
は
、
戸
別
訪
問
、
有
権
者
登
録
、

有
権
者
に
投
票
に
出
向
く
よ
う
に
促
す
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｖ
（G

et O
ut The 

Vote

）
と
呼
ば
れ
る
活
動
、
電
話
に
よ
る
支
持
要
請
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
活
動
を
行
う
草
の
根
運
動
に
は
、
自
発
的
で
自
律
性
の
高
い
運

動
員
が
不
可
欠
で
あ
る
。
〇
八
年
の
米
大
統
領
選
挙
で
は
オ
バ
マ
草

の
根
運
動
が
、
一
〇
年
の
米
中
間
選
挙
で
は
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の

運
動
が
選
挙
活
動
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
草
の
根
運
動
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
オ
バ
マ
草
の
根
運
動
と
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
は
、

規
模
、
組
織
構
造
、
性
質
、
求
心
力
、
手
法
に
お
い
て
双
方
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
（
次

頁
表
）。

ま
ず
、
規
模
で
あ
る
。
〇
八
年
の
大
統
領
選
挙
終
了
後
、
オ
バ
マ

陣
営
の
保
有
す
る
草
の
根
運
動
の
名
簿
に
は
、
一
三
〇
〇
万
人
も
の

メ
ン
バ
ー
が
登
録
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
、
翌
〇
九
年

に
実
際
に
活
動
し
た
運
動
員
の
数
は
、
三
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
る
。

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
・
プ
ロ
ス
ペ

リ
テ
ィ
、
フ
リ
ー
ダ
ム
ワ
ー
ク
ス
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
・
エ
ク
ス

プ
レ
ス
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
、
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
・
パ
ト
リ
オ
ッ
ツ
な
ど
の
全
国
規
模
の
団
体
と
中
小
の
団
体

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
中
小
の
団
体
は
、
全
国
規
模
の
団
体
の
傘

下
に
入
っ
て
い
る
も
の
と
独
立
し
て
い
る
も
の
の
二
種
に
分
類
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
の
団
体
の
総
称
が
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
米

紙
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
対
象
と
な
っ
た
六
四

七
の
う
ち
、
三
二
五
の
団
体
が
全
国
規
模
の
団
体
と
連
携
し
て
お

り
、
二
七
二
の
団
体
は
独
自
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
・
プ
ロ
ス
ペ
リ
テ
ィ
が
約
一
五
〇
万
人
、

フ
リ
ー
ダ
ム
ワ
ー
ク
ス
が
約
一
〇
〇
万
人
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
・
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ネ
イ
シ
ョ
ン
が
三
万
人
あ
ま
り
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
・
エ
ク
ス
プ

レ
ス
が
約
四
〇
万
人
の
会
員
を
抱
え
て
い
る
。
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
・
パ
ト
リ
オ
ッ
ツ
は
、
約
一
五
〇
〇
万
人
の
会
員
が
お
り
、

最
大
の
全
国
組
織
で
あ
る
。
全
国
規
模
の
団
体
の
数
字
を
合
計
し
た

だ
け
で
も
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
会
員
数
は
、
オ
バ
マ
草
の
根
運

動
の
そ
れ
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。

次
に
、
オ
バ
マ
草
の
根
運
動
と
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
組
織
構
造

を
比
べ
て
み
よ
う
。
二
年
前
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
オ
バ
マ
陣
営
の

幹
部
は
、
草
の
根
運
動
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
彼
等
を
組
織
化
す
る
こ
と
に
見
事
に
成
功
し
た
。
草
の
根
運

動
を
票
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
、
運
動
員
の
自
発
性
と
組
織
化
の
バ

ラ
ン
ス
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
オ
バ
マ
大
統
領
の
政
策
を
支
援
す
る

Ｏ
Ｆ
Ａ
は
、
全
国
に
事
務
所
を
構
え
て
お
り
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
組

織
を
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
全
国
規
模
か
ら
中
小

の
も
の
ま
で
様
々
な
組
織
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
団
体
間
の
連
携
が

弱
い
。
リ
ー
ダ
ー
不
在
の
分
散
型
な
い
し
放
任
型
の
「
緩
い
組
織
」

で
あ
る
。い
わ
ゆ
る
こ
の
フ
ラ
ッ
ト
型
組
織
が
、テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

の
個
々
の
活
動
家
に
自
律
性
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
て
い
る
。

運
動
の
性
質
に
お
い
て
も
、
両
者
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。
オ
バ
マ

草
の
根
運
動
員
は
、
白
人
、
ア
フ
リ
カ
系
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
（
中
南

米
系
）、
ア
ジ
ア
系
な
ど
人
種
や
民
族
に
お
い
て
文
化
的
多
様
性
に

規模 組織構造 性質 求心力 手法

オ
バ
マ
草
の
根
運
動

310万人 ・組織化
・ ピラミッド型

・文化的多様性
・ 文化相対主義
的態度
・受容的態度
・ 若者層（18
～29歳)

・ オバマに対するア
イデンティティ
（低下）

・積極的傾聴
・感情移入

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動

全国規模の団体
と中小の団体
（例）アメリカン
ズ・フォー・プ
ロスぺリティ
（150万人）

・分散自立型
・放任型
・“緩い組織”
・リーダー不在
・フラット型

・文化的単一性
・ 自文化中心 
主義的態度
・排他的態度
・ 中高年（45歳
以上）

・ 反オバマ色（強）
・嫌悪感
・恐怖心
・危機感

・攻撃的
・全面否定
・感情的
・偏狭的

表　オバマ草の根運動VS. ティーパーティー運動富
ん
で
い
る
。
前
回
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
北
部
の

フ
ォ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ー
チ
に
あ
っ
た
オ
バ
マ
事
務
所
に
は
、
ベ
ト
ナ

ム
系
、
韓
国
系
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
ス
タ
ッ
フ

が
勤
務
し
て
い
た
。
オ
バ
マ
事
務
所
は
、
戸
別
訪
問
に
お
い
て
こ
れ

ら
の
文
化
的
多
様
性
の
利
点
を
活
用
し
、
文
化
特
定
的
な
戸
別
訪
問

を
実
施
し
た
。
例
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
系
の
草
の
根
運
動
員
は
、
ベ
ト

ナ
ム
系
の
有
権
者
を
訪
問
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
特
定
の
人
種
・
民

族
の
運
動
員
に
同
人
種
・
民
族
の
有
権
者
を
担
当
さ
せ
た
の
で

あ
る
。

ま
た
、
事
務
所
で
は
、
自
文
化
は
多
文
化
の
中
の
一
つ
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
文
化
相
対
主
義
の
態
度
が
観
察
さ
れ
た
。
資
料
や
ポ
ス

タ
ー
が
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
タ
イ
語
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

語
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
語
な
ど
多
言
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
く

表
れ
て
い
る
。
オ
バ
マ
草
の
根
運
動
に
入
り
四
年
目
を
迎
え
る
が
、

文
化
的
背
景
の
異
な
る
ス
タ
ッ
フ
や
運
動
員
が
、
筆
者
を
受
容
す
る

態
度
に
助
け
ら
れ
て
い
る
。

性
質
に
関
し
て
も
う
一
つ
顕
著
な
特
徴
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
そ
れ

は
、
オ
バ
マ
草
の
根
運
動
員
が
、
一
八
〜
二
九
歳
ま
で
の
若
者
層
が

中
心
で
あ
る
こ
と
だ
。
〇
八
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
オ
バ
マ
陣
営

は
若
者
層
の
動
員
に
成
功
し
た
が
、
一
〇
年
の
中
間
選
挙
で
は
、
若

者
層
の
不
参
加
で
、
運
動
員
の
”高
齢
化“
が
進
ん
で
い
た
。

一
方
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
活
動
家
は
、
白
人
が
圧
倒
的
に
多

い
。
米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
と
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
共

同
調
査
に
よ
れ
ば
、
ア
フ
リ
カ
系
は
、
僅
か
一
％
に
す
ぎ
な
い
。

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
文
化
的
単
一
性
が
高
い
の
で
、
オ
バ
マ
草

の
根
運
動
の
よ
う
に
文
化
特
定
的
な
戸
別
訪
問
が
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
筆
者
が
接
触
し
た
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
活
動
家
は
、

自
分
の
価
値
観
や
信
念
、
も
の
の
見
方
が
絶
対
で
あ
る
と
い
う
態

度
、
即
ち
、
自
文
化
中
心
主
義
的
な
態
度
を
と
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

彼
等
は
、
異
な
っ
た
意
見
や
考
え
方
に
耳
を
傾
け
な
い
で
、
排
他
的

な
態
度
を
と
り
自
論
を
繰
り
返
し
た
。
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

一
〇
年
の
三
月
に
入
り
、
医
療
保
険
制
度
改
革
法
案
の
投
票
が
近

づ
く
と
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
大
規
模
な
集
会

を
開
い
た
。
そ
こ
で
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
か
ら
三
人
の
仲
間

と
そ
の
集
会
に
参
加
し
た
シ
ル
ビ
ア
・
ス
ミ
ス
（
白
人
）
に
出
会
っ

た
。
彼
女
た
ち
は
、
政
府
に
対
す
る
抗
議
の
看
板
を
持
っ
て
、
ジ
ー

ン
・
シ
ャ
ヒ
ー
ン
連
邦
上
院
議
員
（
民
主
党
・
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー

州
）
の
事
務
所
に
乗
り
込
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
女
た
ち
は
、
面
会

の
予
約
を
取
っ
て
い
な
か
っ
た
。
事
務
所
の
入
り
口
で
、
シ
ャ
ヒ
ー

ン
上
院
議
員
の
複
数
の
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
を
し
た
。

「
政
府
が
納
税
者
の
金
を
使
っ
て
、
中
絶
の
費
用
に
充
て
る
の
に

は
反
対
だ
」

シ
ル
ビ
ア
た
ち
の
主
張
は
こ
う
だ
っ
た
。

「
そ
れ
は
事
実
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
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シ
ャ
ヒ
ー
ン
事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
シ
ル
ビ
ア
た
ち
が
誤
っ
た

情
報
を
も
と
に
判
断
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
よ
う
と
し
た
。
し

か
し
、
彼
女
た
ち
は
、
そ
れ
を
意
に
介
す
る
よ
う
す
も
な
く
、
自
論

を
述
べ
続
け
た
。

「
医
療
保
険
に
加
入
す
る
か
し
な
い
か
は
、
個
人
の
選
択
で
あ
る

べ
き
だ
。
政
府
は
国
民
に
医
療
保
険
を
強
要
で
き
な
い
」

今
度
は
、
シ
ル
ビ
ア
た
ち
は
、
米
憲
法
に
基
づ
く
個
人
の
選
択
の

自
由
を
強
調
し
は
じ
め
た
。

「
シ
ャ
ヒ
ー
ン
上
院
議
員
は
、
全
て
の
国
民
が
医
療
保
険
に
加
入

す
る
べ
き
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

ス
タ
ッ
フ
の
一
人
が
そ
う
語
っ
た
。

「
そ
れ
で
は
、
私
た
ち
は
選
択
の
自
由
を
失
っ
て
し
ま
う
」

シ
ル
ビ
ア
は
反
論
し
、
個
人
の
自
由
の
重
要
性
を
改
め
て
訴
え

た
。平

行
線
は
続
い
た
。
シ
ル
ビ
ア
た
ち
は
、
一
歩
も
譲
ろ
う
と
し
な

か
っ
た
。
そ
の
間
、
シ
ャ
ヒ
ー
ン
上
院
議
員
の
ス
タ
ッ
フ
の
意
見
を

す
べ
て
否
定
し
な
が
ら
、
感
情
的
且
つ
攻
撃
的
な
態
度
で
迫
っ
た
。

結
局
、
彼
女
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
主
張
を
貫
い
て
、
次
の
議
員
の

事
務
所
に
向
か
っ
て
行
っ
た
。

シ
ル
ビ
ア
の
よ
う
に
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
中
高
年
が
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
と
Ｃ

Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
の
共
同
調
査
に
よ
れ
ば
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
平

均
年
齢
は
四
五
歳
で
あ
る
。
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
活
動
家
の
年
齢

の
高
さ
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
し
よ
う
。

米
国
で
は
、
四
月
一
五
日
は
税
の
日
で
、
連
邦
税
の
納
入
期
限
と

な
っ
て
い
る
。
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
こ
の
日
を
選
ん
で
全
米
各

地
で
抗
議
集
会
を
開
い
た
。
一
〇
年
の
税
の
日
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州

ス
ポ
カ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
集
会
で
、
司
会
者
が
呼
び
か
け
た
。

「
こ
れ
か
ら
投
票
権
を
持
つ
人
は
、
よ
く
調
査
を
行
っ
て
か
ら
、
賢

く
投
票
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
一
七
歳
以
下
の
人
は
、
立
ち
上

が
っ
て
く
だ
さ
い
」

米
国
で
は
、
一
八
歳
か
ら
有
権
者
登
録
が
で
き
る
。
周
り
を
見
渡

し
て
み
た
が
、
オ
バ
マ
草
の
根
運
動
と
は
異
な
り
若
者
は
見
当
た
ら

な
か
っ
た
。
賢
明
な
投
票
を
若
者
に
促
し
た
司
会
者
は
、
気
ま
ず
そ

う
な
様
子
を
し
て
い
た
。

ギ
ャ
ラ
ッ
プ
の
調
査
を
み
る
と
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
支
持
者

の
収
入
は
五
五
％
が
年
五
万
ド
ル
以
上
で
、
平
均
的
な
米
国
人
よ
り

も
高
い
。
四
八
％
が
職
に
就
い
て
お
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
を
含
め
る

と
五
五
％
に
な
る
。
筆
者
が
参
加
し
た
い
ず
れ
の
集
会
に
も
退
職
者

が
目
に
付
い
た
。
彼
等
は
、
経
済
的
及
び
時
間
的
余
裕
が
あ
る
人
た

ち
で
あ
っ
た
。
そ
の
反
面
、
オ
バ
マ
草
の
根
運
動
に
参
加
し
た
若
者

層
に
と
っ
て
は
、
職
探
し
が
最
優
先
課
題
で
、
一
日
八
時
間
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
働
く
余
裕
は
な
か
っ
た
。
前
回
の
中
間
選
挙
で

は
、
こ
の
差
が
選
挙
運
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

草
の
根
運
動
の
求
心
力
と
手
法

二
年
前
と
比
較
し
、
支
持
者
の
オ
バ
マ
大
統
領
に
対
す
る
求
心
力

は
確
実
に
下
が
っ
た
。
〇
八
年
に
戸
別
訪
問
を
行
っ
た
バ
ー
ジ
ニ
ア

州
北
部
の
フ
ェ
ア
フ
ァ
ッ
ク
ス
郡
を
再
度
訪
ね
た
時
、
オ
バ
マ
離
れ

の
有
権
者
の
声
を
聞
い
て
衝
撃
を
受
け
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
、
非

白
人
の
男
性
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
サ
ム
ラ
ル
（
五
八
）
を
紹
介
し
よ
う
。

「
二
年
前
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
オ
バ
マ
に
四
〇
〇
ド
ル
の
個
人

献
金
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
も
う
し
ま
せ
ん
」。
不
況
の
な
か
で

オ
バ
マ
政
権
が
判
断
し
た
金
融
機
関
救
済
の
た
め
の
公
的
資
金
投
入

に
つ
い
て
、「
経
済
状
態
の
改
善
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。（
大
手
金

融
機
関
の
）
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
や
シ
テ
ィ
・
バ
ン
ク
を
助

け
た
だ
け
だ
」
と
興
奮
気
味
に
不
満
を
述
べ
た
。「
次
の
選
挙
で
は
、

オ
バ
マ
に
投
票
し
な
い
」
と
怒
り
を
ぶ
つ
け
た
。

そ
れ
と
は
対
照
に
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
求
心
力
は
高
か
っ

た
。
そ
れ
は
、
無
党
派
層
に
も
広
が
る
勢
い
で
あ
っ
た
。

一
〇
年
八
月
二
八
日
は
、
キ
ン
グ
牧
師
の
「
私
に
は
夢
が
あ
る
」

の
ス
ピ
ー
チ
が
な
さ
れ
て
か
ら
四
七
周
年
目
に
当
た
る
日
で
あ
っ

た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
リ
ン
カ
ー
ン
記
念
堂
の
前
で
保
守
派
の
ト
ー
ク

番
組
の
司
会
者
グ
レ
ン
・
ベ
ッ
ク
が
集
会
を
開
い
た
。
そ
の
集
会
に
、

オ
ハ
イ
オ
州
か
ら
友
人
と
一
緒
に
参
加
し
た
グ
ロ
リ
ア
・
べ
ア
ー（
六

〇
）
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
私
は
無
党
派
で
す
。
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
メ
ン
バ
ー
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
オ
バ
マ
の
『
大
き
な
政
府
』
に
反
対
で
、
こ
の
集
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
い
る
人
達
は
皆
同
じ
気
持
ち
で
す
。
オ
バ

マ
大
統
領
と
共
和
党
系
の
議
員
を
追
い
出
す
こ
と
が
目
標
な
の

で
す
」

反
オ
バ
マ
と
反
現
職
が
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
支
持
者
の
共
通
目

標
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
彼
等
の
一
体
感
を
醸
成
し
て
い
た
。

戸
別
訪
問
中
に
起
き
た
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
よ
う
。
訪
問

者
リ
ス
ト
に
あ
っ
た
ル
ー
ク
・
ウ
ォ
ー
ノ
ッ
ク
と
い
う
二
〇
歳
の
若

者
を
訪
ね
る
と
、
父
親
（
白
人
）
が
不
快
な
表
情
を
浮
か
べ
て
出
て

き
た
。
彼
は
「
コ
ノ
リ
ー
下
院
議
員
支
持
」
と
印
刷
さ
れ
た
筆
者
の

Ｔ
シ
ャ
ツ
に
、
即
座
に
気
付
い
た
。

「
息
子
は
、
ま
だ
未
熟
だ
か
ら
オ
バ
マ
を
応
援
し
て
い
る
ん
だ
。

大
人
に
な
れ
ば
保
守
に
な
る
」

こ
の
父
親
と
会
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
彼
が
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
の
支
持
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

突
然
、
彼
が
質
問
を
し
て
き
た
。

「
あ
な
た
は
、
移
民
だ
ろ
う
。
韓
国
か
ら
の
移
民
か
」

思
わ
ず
「
日
本
か
ら
で
す
」
と
答
え
て
し
ま
っ
た
。

「
北
朝
鮮
を
み
て
み
ろ
。
大
き
な
政
府
に
は
、
個
人
の
自
由
が
な

い
だ
ろ
。
キ
ュ
ー
バ
も
そ
う
だ
」

こ
の
父
親
は
、
非
白
人
の
オ
バ
マ
大
統
領
が
北
朝
鮮
や
キ
ュ
ー
バ

の
よ
う
に
政
府
を
大
き
く
し
、
個
人
の
自
由
を
奪
お
う
と
す
る
の
で
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は
な
い
か
と
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
。
個
人
の
自
由
は
、
政
府

の
肥
大
化
と
介
入
を
抑
え
る
「
小
さ
な
政
府
」
の
下
で
こ
そ
、
機
能

す
る
。
彼
は
、
こ
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
基
本
的
な
考
え
方
を
強

く
信
じ
て
い
た
。
ま
た
、大
き
な
政
府
と
独
裁
者
を
重
ね
合
わ
せ
て
、

恐
怖
心
を
抱
い
て
い
た
。
そ
れ
ら
が
、
彼
が
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

に
参
加
す
る
動
機
づ
け
に
な
っ
て
い
た
。
危
機
感
と
恐
怖
心
は
、

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
支
持
者
の
動
機
づ
け
の
核
と
な
っ
て
い
る
部

分
で
あ
り
、
こ
れ
も
少
な
か
ら
ず
求
心
力
を
高
め
て
い
た
。

運
動
の
手
法
に
関
し
て
も
、
比
較
し
よ
う
。
オ
バ
マ
草
の
根
運
動

は
、
戸
別
訪
問
の
際
、
積
極
的
傾
聴
や
感
情
移
入
を
重
視
す
る
。
〇

八
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
、
草
の
根
運
動
員
に
指
示
を
出
す

フ
ィ
ー
ル
ド
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、「
ヒ
ラ
リ
ー
（
ク
リ
ン
ト
ン
）

や
マ
ケ
イ
ン
の
支
持
者
の
意
見
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
。
彼
等
を

会
話
に
巻
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
語
っ
た
。
シ
カ
ゴ
の
サ
ウ
ス
サ

イ
ド
で
、
社
会
福
祉
活
動
家
を
し
て
い
た
オ
バ
マ
氏
は
、
地
域
住
民

の
ニ
ー
ズ
を
正
確
に
把
握
す
る
に
は
、
傾
聴
と
感
情
移
入
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
彼
は
そ
の
手
法
を
選
挙
に
応
用
し
た
の
だ
。

一
方
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
着
々
と
オ
バ
マ
草
の
根
運
動
の

手
法
を
研
究
し
て
い
た
。
そ
れ
が
明
白
に
な
っ
た
の
は
、
一
〇
年
九

月
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
フ
リ
ー
ダ
ム
ワ
ー
ク
ス
主
催
の
セ

ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
。
一
つ
の
テ
ー
マ
の
講
義
時
間
は
六
〇
分
で
あ
っ

た
が
、
草
の
根
運
動
の
手
法
に
関
し
て
は
、
三
時
間
の
講
義
が
二
回

行
わ
れ
た
。
ど
の
ク
ラ
ス
も
、
筆
者
以
外
は
白
人
で
、
居
心
地
が
極

め
て
悪
か
っ
た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
講
師
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
説

明
し
た
草
の
根
運
動
の
手
法
は
、
オ
バ
マ
の
草
の
根
の
運
動
の
手
法

に
限
り
な
く
近
い
内
容
の
も
の
だ
っ
た
。
配
布
さ
れ
た
活
動
家
の
た

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
戸
別
訪
問
の
際
、
有
権
者
を
説
得
す
る
に

は
、「
議
論
し
な
い
こ
と
」
と
明
記
さ
れ
て
あ
っ
た
。
議
論
に
よ
っ
て

有
権
者
を
説
得
す
る
の
で
は
な
く
、
積
極
的
な
傾
聴
に
よ
り
、
相
手

と
の
心
理
的
距
離
を
縮
め
、
好
意
を
抱
い
て
も
ら
う
。
そ
れ
が
、
票

の
拡
大
に
つ
な
が
る
。
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
オ
バ
マ
草
の
根
運

動
の
効
果
性
に
気
づ
い
て
い
た
。

米
憲
法
に
関
す
る
ク
ラ
ス
で
は
、
別
の
講
師
が
配
布
し
た
憲
法
の

小
冊
子
の
内
容
に
基
づ
い
て
質
問
を
出
し
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の

活
動
家
が
そ
れ
に
回
答
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
た
。
憲
法
の

小
冊
子
は
、
彼
等
が
戸
別
訪
問
で
有
権
者
を
説
得
す
る
際
の
武
器
と

し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
オ
バ
マ
草
の
根
運
動
で
は
、
米

憲
法
の
小
冊
子
を
配
布
し
て
い
な
い
。

以
上
、
オ
バ
マ
草
の
根
運
動
と
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
の
相
違

点
を
中
心
に
み
た
が
、
以
下
で
は
、
類
似
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

草
の
根
運
動
の
ロ
ビ
イ
ス
ト
化

一
〇
年
一
月
二
六
日
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
医
療
保
険
制
度
改
革
の

賛
成
派
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
フ
ァ
ラ
ガ
ッ
ト
広
場
で
集
会
を
開
い

た
。
彼
等
は
、
医
療
保
険
制
度
改
革
賛
成
の
看
板
を
持
っ
て
、
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
の
近
く
に
あ
る
米
商
工
会
議
所
へ
向
か
っ
て
行
進
を
始

め
た
。
米
商
工
会
議
所
は
、
保
険
料
の
負
担
を
増
す
と
の
立
場
か
ら

オ
バ
マ
氏
の
医
療
保
険
制
度
改
革
に
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
。

賛
成
派
の
デ
モ
隊
が
商
工
会
議
所
の
入
り
口
付
近
に
到
着
す
る
と
、

一
人
の
女
性
が
全
体
に
向
け
て
指
示
を
出
し
た
。
デ
モ
に
参
加
し
て

い
る
オ
バ
マ
草
の
根
運
動
員
に
看
板
を
掲
げ
て
、
入
り
口
の
前
で
楕

円
形
を
描
き
な
が
ら
グ
ル
グ
ル
回
る
よ
う
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
明

ら
か
に
、
彼
女
は
デ
モ
の
や
り
方
を
熟
知
し
て
い
た
。

別
の
女
性
が
、
マ
イ
ク
を
使
っ
て
叫
ん
だ
。

「
何
が
欲
し
い
の
」

オ
バ
マ
草
の
根
運
動
員
が
、
即
座
に
答
え
た
。

「
医
療
保
険
だ
」

同
じ
女
性
が
再
び
声
を
上
げ
た
。

「
い
つ
欲
し
い
の
」

オ
バ
マ
草
の
根
運
動
員
の
声
に
力
が
入
っ
た
。

「
今
だ
」

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
北
部
の
フ
ォ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ー
チ
に
あ
っ
た
オ
バ

マ
事
務
所
で
働
い
て
い
た
若
者
が
、
こ
の
デ
モ
行
進
に
加
わ
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
期
待
し
て
参
加
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ

に
は
彼
等
の
姿
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
同
年
の
中
間
選
挙
に
お
け

る
若
者
層
の
不
参
加
の
前
兆
で
あ
っ
た
。

二
年
前
の
大
統
領
選
挙
に
参
加
し
た
若
者
層
は
、
大
学
に
復
学
し

た
。
選
挙
後
、
就
職
活
動
を
行
っ
た
が
、
職
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ず
、
結
局
、
大
学
院
に
進
学
す
る
者
も
い
た
。
彼
等
の
最
優
先
課

題
は
、
も
は
や
草
の
根
運
動
で
は
な
く
職
探
し
で
あ
っ
た
。
オ
バ
マ

草
の
根
運
動
は
、
草
の
根
運
動
員
を
組
織
化
し
て
い
く
ス
キ
ル
を
備

え
た
若
者
層
が
抜
け
た
こ
と
に
よ
り
、
機
動
力
を
失
い
空
洞
化
を

創
っ
た
。
誰
か
が
、
そ
の
穴
を
埋
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
〇
八
年
六
月
に
結
成
さ
れ
た
「
今
、

ア
メ
リ
カ
に
医
療
保
険
を
」(

Ｈ
Ｃ
Ａ
Ｎ)

と
い
う
ロ
ビ
ー
団
体
で
あ

る
。
四
六
州
に
一
〇
〇
〇
以
上
の
組
織
を
持
つ
こ
の
団
体
に
は
、
労

働
組
合
、
消
費
者
団
体
、
人
権
擁
護
団
体
な
ど
が
加
盟
し
て
い
る
。

中
で
も
、
Ｕ
Ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
米
サ
ー
ビ
ス
従
業
員
国
際
労
働
組
合

（
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｕ
）
は
、
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
だ
っ
た
。

Ｋ
ス
ト
リ
ー
ト
に
事
務
所
を
か
ま
え
る
Ｕ
Ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
訪
問

し
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
こ
う
語
っ
た
。

「
Ｏ
Ｆ
Ａ
と
連
絡
を
密
に
し
て
、
医
療
保
険
制
度
改
革
法
の
成
立

を
目
指
し
て
い
る
」

Ｕ
Ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
医
療
保
険
制
度
改
革
法
案
に
関
し
て
、
Ｏ

Ｆ
Ａ
と
協
力
し
て
議
会
に
圧
力
を
か
け
て
い
た
。
医
療
保
険
制
度
改

革
賛
成
の
デ
モ
は
、
一
見
、
草
の
根
運
動
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実

は
ロ
ビ
イ
ス
ト
に
組
織
化
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
Ｕ
Ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
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の
メ
ン
バ
ー
が
、
オ
バ
マ
草
の
根
の
運
動
員
に
指
示
を
出
し
、
デ
モ

を
組
織
化
し
て
主
導
的
な
役
割
を
し
て
い
た
。
オ
バ
マ
大
統
領
は
、

裏
で
ロ
ビ
イ
ス
ト
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
現
実

だ
っ
た
。

オ
バ
マ
草
の
根
運
動
の
ロ
ビ
ー
化
に
関
す
る
あ
る
出
来
事
を
紹
介

し
よ
う
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ベ
セ
ス
ダ
に
あ
る
オ
バ
マ
支
持
者
の
自

宅
で
、
医
療
保
険
制
度
改
革
に
つ
い
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
か
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
Ｏ
Ｆ
Ａ
の
ス
タ
ッ
フ
と
運
動
員
と
の
間

で
、
草
の
根
の
活
動
に
関
し
て
見
解
が
分
か
れ
た
。
ス
タ
ッ
フ
が
、

医
療
保
険
制
度
改
革
法
案
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
、
連
邦
議
員
の
ワ

シ
ン
ト
ン
事
務
所
や
地
元
の
事
務
所
に
電
話
を
か
け
て
、
圧
力
を
か

け
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。
そ
の
発
言
に
対
し
て
、
中
高
年
の
男
性

の
運
動
員
が
「
我
々
は
草
の
根
運
動
員
で
あ
っ
て
、
ロ
ビ
イ
ス
ト
で

は
な
い
」
と
反
論
し
た
。
し
か
も
彼
は
、「
オ
バ
マ
大
統
領
の
す
べ
て

の
政
策
を
支
持
す
る
必
要
は
な
い
。
我
々
の
政
策
を
推
し
進
め
て
い

く
べ
き
だ
」
と
主
張
し
た
。
彼
の
目
に
は
、
オ
バ
マ
草
の
根
運
動
の

組
織
が
、ロ
ビ
ー
団
体
に
映
っ
て
い
た
。ま
た
、上
か
ら
の
指
示
で「
や

ら
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
意
識
が
こ
の
男
性
に
は
あ
っ
た
。
本
来
の

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
精
神
や
自
発
性
が
弱
く
な
り
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式

で
草
の
根
運
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
運
動
員
の
意
見
は
、結
局
、

受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
Ｏ
Ｆ
Ａ
は
オ
バ
マ
草
の
根
運
動
員
を
使
い
、
医
療
保
険

制
度
改
革
法
案
が
可
決
さ
れ
る
よ
う
に
、
議
会
に
働
き
か
け
た
。
Ｏ

Ｆ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
投
票
前
の
一
〇
日
間
に
、
約
五
〇
万
回
も
の

支
持
要
請
の
電
話
を
議
員
の
事
務
所
に
入
れ
、
約
三
二
万
四
〇
〇
〇

通
の
手
紙
を
議
会
に
送
っ
た
。
明
ら
か
に
、
オ
バ
マ
草
の
根
運
動
に

変
化
が
生
じ
て
い
た
。

で
は
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
は
、
純
粋
な
草
の
根
運
動
と
言

え
る
だ
ろ
う
か
。
フ
リ
ー
ダ
ム
ワ
ー
ク
ス
の
社
長
マ
ッ
ト
・
キ
ベ
は
、

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
活
動
家
に
自
分
の
選
挙
区
の
議
員
に
面
会
を

と
り
、
法
案
に
関
し
て
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
。
そ
の

際
、
キ
ベ
は
、
議
員
や
ス
タ
ッ
フ
と
意
見
の
一
致
を
み
な
く
て
も
、

無
作
法
な
言
動
は
控
え
て
、
礼
儀
正
し
く
且
つ
冷
静
な
態
度
を
と
る

よ
う
に
助
言
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
議
員
の
最
大
の
関
心
事
は
、
自

分
の
職
の
確
保
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
ロ
ビ
ー
活
動
と
言
う
以
外
な
い
。

さ
ら
に
、
キ
ベ
は
、
フ
リ
ー
ダ
ム
ワ
ー
ク
ス
の
傘
下
に
あ
る
各
州

の
団
体
が
、
資
金
集
め
の
た
め
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
場
合
、

そ
の
費
用
を
支
援
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
、
資
金
調
達
に
関
し

て
も
、
献
金
を
行
う
有
権
者
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
共
感
す
る
者
と

争
点
の
立
場
に
賛
同
す
る
者
の
二
種
が
あ
る
と
指
摘
し
、
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
の
活
動
家
を
教
育
し
て
い
る
。

フ
リ
ー
ダ
ム
ワ
ー
ク
ス
は
、
反
オ
バ
マ
の
有
権
者
を
集
め
、
そ
こ

に
ス
タ
ッ
フ
を
送
り
込
み
、
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
彼
等
に
配

布
し
た
。
ま
た
、
フ
リ
ー
ダ
ム
ワ
ー
ク
ス
は
、
資
金
提
供
を
行
い
活

動
家
に
議
会
情
報
を
与
え
た
。
つ
ま
り
、人
、モ
ノ
、金
、情
報
と
い
っ

た
資
源
の
提
供
役
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
実

態
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
・
プ
ロ
ス
ペ
リ
テ
ィ
も
、
同
様
の
役
割

を
果
た
し
て
い
た
。
同
団
体
の
政
治
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
ヴ
ァ
ル
ボ
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
「
議
員
か
ら
法
案
に

関
す
る
情
報
を
得
て
、
そ
れ
を
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
活
動
家
に
流

す
こ
と
が
私
の
仕
事
で
す
」
と
説
明
を
し
た
。
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

の
情
報
提
供
者
は
、
彼
の
よ
う
な
ロ
ビ
イ
ス
ト
で
あ
り
、
活
動
家
と

密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
。

一
二
年
オ
バ
マ
再
選
選
挙
と
草
の
根
運
動
の
展
望

と
こ
ろ
で
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
い
つ
ま
で
存
続
す
る
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
を
占
う
の
が
、
経
済
状
態
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
失
業
率
が
回
復
し
、
国
民
の
怒
り
が
収
ま
れ
ば
、
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
の
存
在
意
義
が
薄
れ
る
の
は
確
か
だ
。

中
間
選
挙
後
、
オ
ハ
イ
オ
州
で
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
活
動
家
の

指
導
に
当
た
っ
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
、
激
戦
州
を
含
め
た
一
三
州

の
幹
部
を
対
象
に
、
結
果
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
れ
を
み

る
と
、
彼
等
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
全
国
規
模
や
中
小
の
団
体
が

組
織
を
ま
た
が
っ
て
横
断
的
に
協
力
を
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
の
必
要
性
を
挙
げ
て
い
る
。
一
二
年
の
大
統
領
選
挙
に

向
け
て
、「
オ
バ
マ
降
ろ
し
」
を
共
通
目
標
に
掲
げ
る
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
は
、
団
体
間
の
連
携
を
強
化
し
て
く
る
可
能
性
が
高
い
。

一
方
、
オ
バ
マ
草
の
根
運
動
の
課
題
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。
一
言

で
い
え
ば
、
若
者
層
の
参
加
に
よ
る
機
動
力
の
向
上
で
あ
る
。
こ
ち

ら
も
、
失
業
率
の
回
復
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
オ
バ
マ
再
選
に

は
、
若
者
層
に
対
す
る
雇
用
創
出
が
不
可
欠
で
あ
る
。
民
主
党
大
敗

で
終
わ
っ
た
前
回
の
中
間
選
挙
は
、
若
者
層
の
参
加
な
し
に
は
、
オ

バ
マ
草
の
根
運
動
は
全
く
機
能
し
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
。
〇
八
年

の
大
統
領
選
挙
を
経
験
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

ス
キ
ル
を
備
え
た
若
者
層
が
戻
っ
て
来
る
の
か
否
か
が
、
オ
バ
マ
草

の
根
運
動
復
活
の
カ
ギ
を
握
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
の
存
続
も
オ
バ
マ
草
の
根
運
動
の
復
活
も
、
経
済
に
拠

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

う
ん
の
・
も
と
お

明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
、
心
理
学
博
士
。
ア
メ
リ
カ
ン
大
学（
ワ
シ
ン
ト
ン
）異
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
究
所
客
員
研
究
員（
二
〇
〇
八
〜
一
〇
年
）。
一
〇
年
米
中
間
選
挙
で
、
ジ
ェ
リ
ー
・
コ
ノ
リ
ー
連
邦
下

院
議
員（
民
主
党
・
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
第
一
一
選
挙
区
）の
草
の
根
運
動
に
参
加
。
〇
八
年
米
大
統
領
選
挙
で

は
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
で
オ
バ
マ
草
の
根
運
動
員
と
し
て
戸
別
訪
問
を
実
施
。
専
門
は
、
異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
論
、
異
文
化
ビ
ジ
ネ
ス
論
。
著
書
に
、『
ト
ヨ
タ
公
聴
会
か
ら
学
ぶ
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
』（
同
友
館
、
二
〇
一
一
）『
日
本
人
だ
け
が
知
ら
な
い
ア
メ
リ
カ
が
オ
バ
マ
を
選
ん
だ
本
当
の
理
由̶

オ

バ
マ
草
の
根
運
動
』（
同
友
館
、
二
〇
〇
九
）な
ど
多
数
。




